
　
十
二
月
四
日

　
早
朝
歯
医
者
。
十
一
時
半
蔵
門
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
テ
ル
待
ち
合
わ
せ
。
昼

食
鈴
木
社
長
と
麹
町
ひ
さ
ご
で
。
十
三
時
大
学
。
仮
眠
を
と
る
。
十
六
時
目

白
日
本
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
協
会
理
事
会
。
栄
久
庵
伊
藤
隆
道
そ
の

他
。
十
八
時
五
〇
分
神
楽
坂
鳥
茶
屋
。
前
の
会
合
が
早
く
終
り
、
三
〇
分
程

も
時
間
を
持
て
あ
ま
す
羽
目
に
な
っ
た
。
変
な
待
合
風
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で

こ
の
メ
モ
を
ノ
ー
ト
し
て
い
る
。
今
日
は
東
大
の
先
生
達
と
早
稲
田
の
先
生

達
と
の
会
合
で
あ
る
。
良
い
方
向
に
ま
と
ま
る
と
良
い
が
。
歴
史
の
伊
藤
先

生
と
は
久
し
振
り
に
お
目
に
か
か
る
。
し
か
し
、
今
日
は
長
居
は
禁
物
で
早

め
に
失
礼
し
よ
う
。
明
日
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ネ
パ
ー
ル
へ
向
か
う
の
だ
か

ら
。
休
息
が
必
要
な
の
だ
。
し
か
し
悪
趣
味
な
小
料
理
屋
だ
な
こ
こ
は
。

程
々
の
日
本
趣
向
く
ら
い
品
格
が
な
い
モ
ノ
は
な
い
。
十
九
時
十
分
部
屋
に

上
が
っ
て
待
つ
。
二
十
一
時
過
ま
で
会
談
。
と
り
た
て
て
何
か
の
問
題
を
話

し
合
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
う
い
う
形
式
の
会
合
は
チ
ョ
ッ
と
歴
史
的

で
は
あ
る
ね
。
二
三
時
過
世
田
谷
に
戻
る
。

　
十
二
月
五
日

　
朝
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
、
カ
ト
マ
ン
ズ
小
旅
行
の
為
の
荷
作
り
。
十
一
時
地
下

へ
。
少
し
計
り
の
打
ち
合
わ
せ
。
本
当
は
こ
ん
な
ク
ソ
忙
し
い
時
に
旅
で
も

な
い
の
だ
が
、
五
年
後
の
事
を
考
え
る
と
こ
の
旅
は
必
然
で
あ
る
。
大
事
な

岐
路
に
対
面
し
た
時
は
理
屈
で
動
く
の
は
良
く
な
い
の
は
も
う
知
っ
て
い
る
。

自
然
に
、
空
虚
な
位
に
自
然
に
自
分
の
内
に
在
る
気
持
の
な
す
が
ま
ま
に
動

く
の
が
良
い
の
だ
。
カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地
に
は
宝
が
埋
ま
っ
て
い
る
予
感
が
あ

る
。
ズ
ー
ッ
と
そ
う
思
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
イ
ヨ
イ
ヨ
今
度
、
そ
の
宝
に

向
け
て
踏
み
出
す
の
だ
。
宝
が
ど
ん
な
形
式
を
持
っ
て
い
る
の
か
は
ま
だ
視

え
な
い
。
た
だ
、
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
と
い
う
山
の
よ
う
な
集
落
の
保
存
運
動

だ
け
で
は
な
い
と
い
う
の
は
確
信
し
て
い
る
。
何
が
出
て
く
る
か
、
カ
ト
マ

ン
ズ
盆
地
の
北
端
、
ブ
ッ
ダ
ニ
ル
カ
ン
タ
遺
跡
は
ド
イ
ツ
の
修
復
に
よ
っ
て

無
茶
苦
茶
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
の
事
件
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
マ
イ
ナ

ス
面
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
現
場
を
体
験
し
た
僕
は
何

か
を
そ
こ
か
ら
知
る
事
が
で
き
た
の
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
善
意
に
よ
る
努

力
に
よ
っ
て
ブ
ッ
ダ
ニ
ル
カ
ン
タ
の
ピ
ポ
リ
の
巨
樹
は
切
ら
れ
た
。
あ
の
場

所
は
陰
と
暗
闇
を
失
い
、
光
に
満
ち
た
明
る
く
透
明
な
場
所
に
な
っ
た
。
つ

ま
り
、
ブ
ッ
ダ
ニ
ル
カ
ン
タ
に
は
ア
ジ
ア
の
近
代
化
の
問
題
が
全
て
象
徴
的

に
表
れ
て
い
る
。

　
只
今
、
十
八
時
十
分
。
こ
れ
か
ら
バ
ン
コ
ク
ま
で
飛
ぶ
の
だ
ろ
う
Ｔ
ｈ
ａ

ｉ
航
空
の
機
体
が
、
ラ
ウ
ン
ジ
の
目
前
に
あ
る
。
変
だ
よ
な
、
ア
メ
リ
カ
の

ボ
ー
イ
ン
グ
社
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
固
ま
り
と
し
て
作
っ
た
エ
ア
ー
ク

ラ
フ
ト
の
、
表
面
に
た
か
だ
か
変
な
マ
ー
ク
や
ら
が
附
加
さ
れ
て
、
そ
れ
が

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
。
日
本
航
空
だ

と
か
、
Ａ
Ｎ
Ａ
と
か
、
タ
イ
航
空
、
英
国
航
空
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
そ
の
他

諸
々
、
し
か
し
、
国
を
代
表
す
る
道
具
の
象
徴
は
全
て
米
国
製
。
こ
れ
が
近

代
の
辿
り
着
い
た
あ
る
種
の
峠
な
の
だ
ろ
う
な
。
エ
ア
ー
ク
ラ
フ
ト
を
作
れ

な
い
国
の
悲
哀
を
眼
の
当
た
り
に
し
て
い
る
よ
ね
。
現
代
の
戦
争
は
全
て
空

中
戦
は
ア
メ
リ
カ
製
の
道
具
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
何
が
何
と
戦
っ
て
い
る
事
に
な
る
の
か
な
。

　
十
二
月
六
日

　
只
今
バ
ン
コ
ク
時
間
二
十
二
時
三
五
分
。
タ
イ
航
空
七
七
三
便
の
機
中
。
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あ
と
一
時
間
半
で
バ
ン
コ
ク
だ
が
機
中
が
暑
苦
し
く
っ
て
セ
ー
タ
ー
も
シ
ャ

ツ
も
脱
い
で
し
ま
っ
た
。
十
二
月
三
日
毎
日
新
聞
朝
刊
か
ら
友
人
の
佐
藤
健

の
「
生
き
る
者
の
記
録
」
が
始
ま
っ
た
。
余
命
あ
と
一
年
、
つ
ま
り
残
り
半

年
位
と
医
者
に
宣
告
さ
れ
た
佐
藤
健
の
生
き
る
日
々
の
記
録
だ
。
佐
藤
健
か

ら
は
「
俺
の
事
は
書
く
な
よ
」
と
言
わ
れ
た
事
も
あ
り
、
こ
の
メ
モ
に
ど
れ

程
の
事
を
書
い
て
良
い
の
か
た
め
ら
っ
た
事
も
度
々
あ
っ
た
が
、
倫
理
的
に

は
こ
の
連
載
が
始
ま
っ
た
の
で
タ
ブ
ー
は
無
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
が
、
書

け
ぬ
事
も
あ
る
筈
だ
。
出
掛
け
る
前
に
東
大
病
院
に
寄
ろ
う
と
考
え
た
の
だ

が
止
め
た
。
ネ
パ
ー
ル
に
行
く
と
言
っ
た
ら
、
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
ら
。
も
う
旅
に
出
ら
れ
ぬ
健
さ
ん
に
旅
に
出
る
話
し
は
良
く
な
い
と
、

み
み
っ
ち
い
事
を
考
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
帰
っ
た
ら
ネ
パ
ー
ル
の
手

み
や
げ
を
持
っ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ボ
ド
ナ
ッ
ハ
目
玉
寺
の
ア
ン
モ
ナ

イ
ト
で
も
持
ち
帰
る
か
。
あ
と
一
時
間
程
で
バ
ン
コ
ク
に
着
く
。
沖
縄
計
画

へ
の
準
備
の
為
の
予
算
が
少
し
計
り
つ
い
た
の
で
ネ
パ
ー
ル
か
ら
帰
っ
た
ら

沖
縄
へ
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
な
。
生
命
体
維
持
装
置
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
イ
メ
ー
ジ
を
少
し
ク
リ
ア
ー
に
す
る
の
が
沖
縄
計
画
の
目
的
だ
。
今
二

三
時
三
五
分
。
あ
と
十
分
で
バ
ン
コ
ク
着
。

　
只
今
バ
ン
コ
ク
時
間
朝
三
時
十
五
分
。
眠
れ
な
い
の
で
起
き
て
風
呂
を
使

っ
た
り
し
て
る
。
六
時
十
五
分
に
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
で
集
合
と
い
う
事
に
な
っ

て
い
る
か
ら
二
時
間
も
寝
れ
れ
ば
良
い
。
五
時
半
、
グ
ッ
ス
リ
眠
れ
そ
う
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
起
床
。
眠
い
。
八
時
十
分
の
飛
行
機
で
プ
ノ
ン
ペ
ン
へ
飛

ぶ
予
定
。
五
回
目
に
な
る
ひ
ろ
し
ま
ハ
ウ
ス
レ
ン
ガ
積
み
ツ
ア
ー
の
今
回
の

参
加
者
は
総
勢
二
五
名
で
小
振
り
だ
。
年
令
も
若
く
ほ
と
ん
ど
が
学
生
で
あ

る
。
暮
の
一
番
忙
し
い
時
を
ツ
ア
ー
に
選
ん
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
Ｔ
Ｇ
６
９
６

で
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
飛
行
中
。
昨
夜
は
皆
あ
ん
ま
り
眠
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か

ら
今
日
の
レ
ン
ガ
積
み
は
午
後
か
ら
に
し
よ
う
。

　
ウ
ナ
ロ
ム
寺
院
十
時
過
着
。
渋
井
小
笠
原
両
氏
と
再
会
。
小
休
後
ひ
ろ
し

ま
ハ
ウ
ス
レ
ン
ガ
積
み
開
始
。
十
二
時
よ
り
十
五
時
迄
水
浴
び
、
昼
食
昼
寝
。

十
五
時
よ
り
十
七
時
迄
作
業
。
汗
は
か
く
の
だ
が
、
体
調
は
い
ま
ひ
と
つ
お

も
わ
し
く
な
い
。

　
夕
食
後
、
二
十
二
時
い
つ
も
の
テ
ラ
ス
に
カ
ヤ
を
吊
っ
て
眠
る
。

　
十
二
月
七
日

　
よ
く
眠
っ
た
。
六
時
起
床
。
朝
食
後
、
八
時
三
〇
分
現
場
で
小
レ
ク
チ
ャ

ー
。
九
時
作
業
開
始
。
そ
れ
な
り
に
参
加
学
生
も
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
て

い
る
。
遅
々
と
は
し
て
い
る
が
少
し
づ
つ
壁
が
積
み
上
っ
て
い
る
。
十
七
時

作
業
修
了
。
台
湾
中
原
大
学
の
白
さ
ん
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
大
学
の
セ
バ
ス
チ
ャ

ン
、
瓦
職
人
の
石
塚
君
の
仕
事
振
り
が
目
立
つ
。
十
九
時
前
、
中
華
食
堂
で

皆
と
夕
食
。
十
九
才
の
若
い
人
と
同
席
。
面
白
か
っ
た
。
広
島
の
黒
田
氏
が

プ
ノ
ン
ペ
ン
で
日
本
語
教
師
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
中
で
お
目
に
か
か
る
。

ト
ン
レ
サ
ッ
プ
河
沿
い
を
歩
い
て
帰
る
。
プ
ノ
ン
ペ
ン
も
僕
の
内
で
は
何
だ

か
日
常
生
活
の
一
部
の
よ
う
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
常
に
新
鮮
で
あ

る
事
は
至
難
で
あ
る
。
ど
う
も
体
調
が
元
に
戻
ら
な
い
。

　
只
今
二
十
時
四
〇
分
汗
が
ジ
ワ
ー
ッ
と
湧
い
て
少
し
不
快
。
乾
期
な
の
に

湿
気
が
多
い
。

　
十
二
月
八
日

　 

昼
の
便
で
小
笠
原
氏
と
バ
ン
コ
ク
へ
。
バ
ン
コ
ク
空
港
で
安
藤
を
拾
い
、

汽
車
で
市
内
へ
。
駅
前
の
安
宿
風
ホ
テ
ル
。
小
笠
原
氏
の
不
思
議
な
友
人
と

会
う
。
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
テ
ラ
ス
で
花
火
を
見
て
、
ヤ
ワ
ラ
ー
で
食

事
。

　
十
二
月
九
日

　
朝
汽
車
で
空
港
ま
で
と
試
み
る
も
、
時
刻
表
に
あ
る
べ
き
筈
の
汽
車
は
無
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し
、
タ
ク
シ
ー
で
空
港
へ
。
小
笠
原
氏
お
す
す
め
の
空
港
中
従
業
員
食
堂
で

朝
食
。
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
へ
飛
ぶ
。
機
中
よ
り
遠
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
峰
々
を
眺
め

る
。
昼
過
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
空
港
着
。
何
故
だ
か
下
り
気
味
で
ト
イ
レ
へ
駆
け

込
む
。
空
港
で
小
笠
原
氏
の
長
年
の
友
人
で
あ
る
ジ
ュ
ニ
ー
に
会
う
。
二
十

数
年
前
に
世
界
の
ト
ッ
プ
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
ら
し
い
男
だ
。
こ
の
ジ
ュ
ニ
ー

が
今
回
の
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
計
画
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
る
。
ヤ
ク
＆
イ
ェ

テ
ィ
ホ
テ
ル
ま
で
タ
ク
シ
ー
。
早
速
様
々
な
人
物
に
紹
介
さ
れ
る
。
ト
リ
ブ

バ
ン
大
学
教
授
、
ジ
ュ
ニ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
、
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
の
役
人
達
等
。

す
ぐ
に
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
の
丘
に
車
で
上
る
。
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

夕
方
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
に
戻
り
、
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
出
席
。
教
育
ス
ポ
ー
ツ
大
臣

そ
の
他
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
市
の
要
人
達
、
実
業
家
等
、
ジ
ュ
ニ
ー
の
人
脈
の

広
さ
を
し
の
ば
せ
る
。
大
臣
ス
ピ
ー
チ
、
私
も
ス
ピ
ー
チ
し
た
り
で
気
が
抜

け
な
い
。
ホ
テ
ル
に
戻
り
少
し
く
つ
ろ
ぐ
。
小
笠
原
氏
と
同
室
。
小
笠
原
氏

の
荷
物
は
小
さ
な
手
さ
げ
袋
一
つ
で
、
全
く
気
軽
な
ス
タ
イ
ル
を
押
し
通
し

て
い
る
。
筋
金
入
り
の
ヒ
ッ
ピ
ー
だ
な
こ
の
人
は
。

　
十
二
月
十
日

　
早
朝
ジ
ュ
ニ
ー
が
ホ
テ
ル
に
来
て
、
共
に
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
旧
市
街
を
歩
く
。

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
変
わ
ら
ぬ
よ
う
な
、
変
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け

て
い
る
。
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
寺
院
の
チ
ャ
イ
屋
で
実
に
う
ま
い
チ
ャ
イ
を
飲
ん

で
、
や
っ
と
ホ
ッ
と
す
る
。
ジ
ュ
ニ
ー
の
オ
フ
ィ
ス
で
又
、
様
々
な
人
に
会

う
。
も
う
誰
が
誰
だ
か
解
ら
ぬ
マ
マ
だ
。

　
地
方
自
治
大
臣
に
お
目
に
か
か
る
。

　
午
後
、
再
び
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
へ
。
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
の
市
役
所
オ
フ
ィ

ス
で
打
合
わ
せ
。
又
、
ス
ピ
ー
チ
。
色
々
と
贈
り
物
を
い
た
だ
く
。
打
合
わ

せ
の
後
、
少
し
ゆ
っ
く
り
集
落
を
歩
く
。
夕
方
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
は
素
晴
ら

し
く
、
こ
こ
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
適
切
で
あ
る
事
を
確
信
す
る
。
南
の

ス
ト
ゥ
ー
パ
に
上
る
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
が
ピ
ン
ク
に
染
ま
っ
て
見
え
た
。
年
甲
斐

も
な
く
胸
が
震
え
た
。
夜
、
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
市
内
の
食
堂
の
二
階
で
宴
会
。

唄
ま
で
出
て
楽
し
く
や
っ
た
。
ホ
テ
ル
ま
で
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
の
人
々
に
送

っ
て
い
い
た
だ
く
。

　
十
二
月
十
一
日

　
終
日
、
ス
ワ
ヤ
ン
ブ
ナ
ー
ト
、
ボ
ド
ナ
ハ
、
パ
タ
ン
、
パ
シ
ュ
パ
テ
ィ
ナ

ー
ト
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
家
等
を
見
て
廻
る
。
夕
方
、
パ
タ
ン
の
外
れ
か
ら

眺
め
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
が
圧
巻
だ
っ
た
。

　
十
二
月
十
二
日

　
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
・
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
早
朝
出
て
飛
行
機
で
ポ
カ
ラ
へ
。
機

中
か
ら
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
何
を
か
、
言
は
ん
や
。
死
ん
で
も
イ
イ
と
は
言
わ
ぬ

が
、
ア
ア
と
は
言
う
。

　
ポ
カ
ラ
着
、
車
で
湖
の
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
。
そ
の
後
、
何
か
の

集
会
に
出
て
ジ
ュ
ニ
ー
の
母
親
を
遠
く
に
見
た
。
マ
チ
ャ
プ
チ
ュ
レ
に
雪
は

少
な
い
。
午
後
、
車
で
ノ
ー
ダ
ラ
へ
。
尾
根
の
上
か
ら
白
い
巨
峰
の
連
続
を

見
る
。
ノ
ー
ダ
ラ
で
ジ
ュ
ニ
ー
が
ア
テ
に
し
て
い
た
ロ
ッ
ヂ
は
す
で
に
無
く
、

し
か
し
別
の
ロ
ッ
ジ
に
泊
る
こ
と
に
な
る
。
午
後
中
ジ
ー
ッ
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
を

眺
め
て
い
た
。
夕
食
は
う
ま
い
カ
レ
ー
だ
っ
た
。
夜
半
月
明
り
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

を
見
る
。
言
葉
も
な
い
。

　
夜
明
け
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
も
眺
め
た
。

　
十
二
月
十
三
日

　
車
で
三
〇
分
程
走
り
、
ナ
ワ
ル
コ
ッ
ト
へ
の
入
口
へ
。
記
憶
を
少
し
づ
つ

取
り
戻
し
始
め
、
こ
の
径
が
二
〇
数
年
前
の
ラ
ウ
ン
ド
・
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
最
後
に
歩
い
た
径
で
あ
る
こ
と
を
鮮
明
に
思
い
出
す
。
得

-167-3-



も
言
え
ぬ
感
慨
に
落
ち
入
っ
た
。
美
し
い
径
で
あ
っ
た
。
一
時
間
程
歩
い
て
、

ナ
ワ
ル
コ
ッ
ト
へ
。
昔
、
こ
こ
で
休
ん
だ
こ
と
が
あ
る
ピ
ポ
リ
の
樹
の
下
で

再
び
休
む
。
陶
然
た
る
時
間
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
巨
峰
。
ネ
パ
ー
ル
の
子
供
達
、

ジ
ュ
ニ
ー
、
小
笠
原
氏
、
等
々
。
体
も
少
し
元
気
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
事
信

じ
ら
れ
る
わ
け
も
無
い
が
山
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
い
る
の
か
も
知

れ
な
い
。

　
午
後
遅
く
の
飛
行
機
で
ポ
カ
ラ
か
ら
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
へ
。
再
び
カ
ト
マ
ン

ド
ゥ
・
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
泊
。

　
十
二
月
十
四
日

　
朝
、
ス
ワ
ヤ
ン
ブ
ナ
ー
ト
近
く
の
家
を
訪
問
。
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
在
住
の
日

本
人
女
性
の
招
待
で
朝
食
を
い
た
だ
く
。
午
後
の
便
で
小
笠
原
氏
と
カ
ト
マ

ン
ド
ゥ
を
去
る
。
今
回
の
旅
で
は
小
笠
原
氏
と
十
日
間
一
緒
で
あ
っ
た
が
、

助
か
っ
た
。
ジ
ュ
ニ
ー
と
も
又
、
来
年
会
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
バ
ン
コ

ク
空
港
で
小
笠
原
氏
と
別
れ
、
深
夜
の
便
で
成
田
へ
。

　
十
二
月
十
五
日

　
朝
、
成
田
着
。
世
田
谷
村
に
戻
る
。
終
日
、
ボ
ー
ッ
と
し
て
暮
ら
す
。
今

日
一
日
は
駄
目
だ
ろ
う
。
室
内
原
稿
書
く
。

　
十
二
月
十
六
日

　
朝
ミ
ィ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
ま
だ
頭
が
東
京
の
サ
イ
ク
ル
じ
ゃ
な
い
。
午
後
、

思
い
立
っ
て
東
大
病
院
へ
、
佐
藤
健
を
見
舞
う
。
何
だ
か
「
生
き
る
者
の
記

録
」
が
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
、
と
り
あ
え
ず
は
良
か
っ
た
、

が
、
毎
日
新
聞
は
チ
ョ
ッ
と
や
り
過
ぎ
で
も
あ
る
。
来
て
良
か
っ
た
。
ベ
ー

シ
ー
の
菅
原
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
、
マ
イ
ル
ス
デ
ー
ビ
ス
の
Ｃ
Ｄ
等
届
け
る
。

佐
藤
健
、
食
べ
ら
れ
ず
、
げ
っ
そ
り
や
せ
て
し
ま
っ
た
。
哀
し
い
。
話
し
な

が
ら
、
時
々
眠
っ
て
し
ま
う
状
態
だ
。

　
十
六
時
、
東
大
鈴
木
研
究
室
。
安
藤
忠
雄
、
鈴
木
博
之
と
鼎
談
。
伊
東
忠

太
に
つ
い
て
。
十
五
日
に
藤
森
の
本
を
一
日
読
ん
で
い
た
の
で
、
マ
、
少
し

は
何
と
か
な
っ
た
か
な
。

　
十
二
月
十
七
日

　
と
い
う
わ
け
で
、
今
、
真
夜
中
。
眠
れ
ぬ
マ
マ
に
こ
の
メ
モ
を
書
い
て
い

る
。
ネ
パ
ー
ル
の
事
は
、
実
は
、
も
う
十
八
日
だ
が
、
今
書
き
終
わ
っ
た
と

こ
ろ
。
や
っ
ぱ
り
日
記
は
そ
の
日
、
そ
の
時
に
書
か
ね
ば
駄
目
だ
。
し
か
し

メ
モ
を
つ
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
無
か
っ
た
。

　
今
日
、
ベ
ー
シ
ー
の
菅
原
か
ら
何
枚
か
の
コ
ル
ト
レ
ー
ン
が
着
く
筈
で
、

明
日
そ
れ
を
届
け
に
東
大
病
院
へ
行
く
。
コ
ル
ト
レ
ー
ン
が
聴
き
た
い
と
佐

藤
健
の
た
っ
て
の
望
み
な
の
だ
。

　
こ
こ
二
、
三
日
僕
の
思
考
の
方
向
が
非
常
に
大
事
な
こ
と
に
な
る
よ
う
な

気
が
し
て
い
る
。
何
故
か
仕
切
り
に
胸
騒
ぎ
が
す
る
の
だ
。
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